
3

ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
決
済
ポ
イ
ン
ト

還
元
事
業
と
市
内
消
費
喚
起
事

業
の
継
続
を
希
望
す
る
多
く
の

ご
意
見
を
頂
い
た
。
令
和
４
年

度
は
、
既
存
の
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス

決
済
取
扱
事
業
者
を
含
め
、
３

社
に
拡
充
す
る
。

　
市
内
消
費
喚
起
事
業
は
、
電

子
商
品
券
方
式
に
よ
る
プ
レ
ミ

ア
ム
応
援
カ
ー
ド
と
し
て
、
９

～
12
月
で
実
施
。
国
の
交
付
金

を
効
果
的
に
活
用
す
る
。

意
見　
高
齢
者
応
援
カ
ー
ド
を

は
じ
め
、
我
々
市
議
団
は
、
多

く
の
要
望
を
し
て
き
た
。
そ
れ

に
対
し
、
令
和
４
年
度
の
施
策

に
多
岐
に
わ
た
り
対
応
さ
れ
た

こ
と
を
高
く
評
価
す
る
。
今
後

も
街
の
声
、
地
域
の
声
を
し
っ

か
り
と
行
政
側
に
伝
え
て
い
く

の
で
、
対
応
を
お
願
い
し
た
い
。

コ
ロ
ナ
対
策
に
つ
い
て
は
、
先

代
丸
山
市
長
か
ら
の
万
全
と
も

言
う
べ
き
関
係
を
築
き
上
げ
て

き
た
市
内
医
療
機
関
の
皆
様
、

そ
し
て
エ＊

ッ
セ
ン
シ
ャ
ル
ワ
ー

カ
ー
の
皆
様
方
の
御
協
力
に
、

深
謝
す
る
。
ま
た
、
新
組
織
を

立
ち
上
げ
、
接
種
体
制
を
構
築

し
、
ワ
ク
チ
ン
接
種
を
他
市
に

比
べ
一
歩
リ
ー
ド
す
る
形
で
行

っ
て
き
た
市
職
員
に
改
め
て
感

謝
を
申
し
上
げ
る
。

問　
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
シ
テ
ィ
宣

言
と
は
。

答　
子
ど
も
た
ち
か
ら
も
、
自

然
豊
か
な
西
東
京
市
で
い
て
ほ

し
い
と
い
う
声
や
、
食
品
ロ
ス

や
Ｃ
Ｏ
２
排
出
な
ど
を
削
減
し

て
い
く
と
言
っ
た
未
来
の
本
市

へ
の
思
い
が
寄
せ
ら
れ
た
。
そ

の
思
い
を
受
け
止
め
、
環
境
負

荷
の
少
な
い
ま
ち
づ
く
り
が
待

っ
た
な
し
の
課
題
と
認
識
し
、

２
０
５
０
年
二
酸
化
炭
素
排
出

実
質
ゼ
ロ
を
目
指
す
ゼ
ロ
カ
ー

ボ
ン
シ
テ
ィ
を
宣
言
し
た
。
ま

た
、 

環
境
に
配
慮
し
た
行
動
実

践
に
は
環
境
学
習
が
必
要
と
考

え
、
保
育
園
や
幼
稚
園
に
て
出

前
講
座
等
も
実
施
し
て
い
る
。

問　
コ
ロ
ナ
禍
の
財
政
状
況
は
。

答　
経
常
収
支
比
率
は
改
善
し
、

財
政
調
整
基
金
（
家
庭
で
言
う

貯
金
）
も
３
億
４
千
万
円
の
回

復
を
実
現
し
て
い
る
。
引
き
続

き
市
民
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
と
と

も
に
バ
ラ
ン
ス
感
の
あ
る
市
政

運
営
を
進
め
る
。

問　
産
前
・
産
後
ケ
ア
は
。

答　
出
産
後
１
年
以
内
の
母
子

等
に
対
し
、
心
身
ケ
ア
や
育
児

サ
ポ
ー
ト
等
を
専
門
家
が
実
施

す
る
。
令
和
４
年
度
は
、
短
期

入
所
型
及
び
通
所
型
を
実
施
。

事
業
開
始
は
８
月
以
降
。

問　
児
童
発
達
支
援
セ
ン
タ
ー

事
業
に
つ
い
て
。

答　
本
市
に
お
け
る
児
童
発
達

支
援
に
係
る
相
談
件
数
の
増
加
、

障
害
の
早
期
発
見
・
支
援
の
必

要
性
を
踏
ま
え
、
子
ど
も
の
発

達
を
一
緒
に
考
え
、
地
域
の
中

で
育
む
こ
と
を
基
本
理
念
に
位

置
づ
け
、 

地
域
の
連
携
体
制
の

構
築
を
進
め
る
。
児
童
発
達
支

援
事
業
は
、
田
無
総
合
福
祉
セ

ン
タ
ー
を
改
修
し
、
民
間
事
業

者
を
公
募
し
、
市
内
全
体
で
面

的
な
支
援
の
拡
充
を
図
る
。

問　
福
祉
丸
ご
と
相
談
窓
口
は
。

答　
福
祉
に
関
す
る
相
談
を
丸

ご
と
受
け
止
め
、
複
合
的
な
課

題
な
ど
を
相
談
で
き
る
窓
口
と

し
て
開
設
。
コ
ロ
ナ
感
染
拡
大

の
影
響
に
よ
る
相
談
が
多
く
、

対
象
と
な
る
支
援
策
に
関
す
る

情
報
を
案
内
し
て
い
る
。

意
見　
ぜ
ひ
組
織
の
改
善
と
人

員
増
強
を
要
望
す
る
。

問　
ま
ち
な
か
先
生
に
つ
い
て
。

答　
専
門
職
等
が
講
師
と
な
り
、

学
校
で
授
業
を
行
っ
て
い
る
。

地
域
学
校
協
働
活
動
に
も
つ
な

げ
た
い
。

問　
「
健
康
」
応
援
都
市
の
実

現
と
は
。

答　
健
康
寿
命
の
延
伸
及
び
主

観
的
健
康
感
の
向
上
を
目
標
と

し
、健
康
ポ
イ
ン
ト
ア
プ
リ「
あ

る
こ
」
を
構
築
。
65
歳
健
康
寿

命
は
、
今
後
も
数
値
の
検
証
を

関
係
部
署
で
確
認
し
、
市
民
が

健
康
に
な
る
こ
と
、
健
康
で
あ

る
こ
と
を
地
域
で
支
え
る
。

問　
も
の
忘
れ
予
防
検
診
と
は
。

答　
認
知
症
の
正
し
い
知
識
の

普
及
啓
発
を
進
め
、
早
期
診
断

と
対
応
促
進
の
た
め
、
70
～
80

歳
の
約
２
万
３
千
人
に
予
防
検

診
の
案
内
を
送
付
。
今
後
も
取

り
組
む
。

問　
市
民
会
館
の
跡
地
活
用
は
。

答　
１
月
に
事
業
者
選
定
を
行

い
、
民
間
健
診
セ
ン
タ
ー
、
透

析
セ
ン
タ
ー
、
健
康
支
援
ス
タ

ジ
オ
、
カ
フ
ェ
・ 

健
康
レ
ス

ト
ラ
ン
等
の
提
案
が
あ
り
、
１

階
に
は
「
え
ほ
ん
図
書
館
」
等

の
提
案
が
あ
っ
た
。

問　
北
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
つ

い
て
、
地
元
選
手
が
活
躍
し
た

が
そ
れ
を
ど
う
生
か
す
か
。

答　
女
子
ア
イ
ス
ホ
ッ
ケ
ー
競

技
で
東
伏
見
を
拠
点
と
す
る
Ｓ

Ｅ
Ｉ
Ｂ
Ｕ
プ
リ
ン
セ
ス
ラ
ビ
ッ 

ツ
代
表
選
手
が
選
出
さ
れ
６
位

入
賞
と
い
う
成
績
を
残
さ
れ
た
。

市
民
で
も
あ
る
小
西
あ
か
ね
選

手
と
会
う
機
会
も
あ
り
、 

今
後

も
ス
ポ
ー
ツ
へ
の
関
心
や
市
へ

の
愛
着
が
持
て
る
ま
ち
づ
く
り

を
進
め
る
。

問　
公
共
施
設
の
電
力
調
達
は
。

答　
再
生
エ
ネ
ル
ギ
ー
由
来
の

も
の
へ
の
切
り
替
え
は
約
1２0
の

小
規
模
施
設
は
７
月
か
ら
、
50

の
大
規
模
施
設
も
10
月
か
ら
予

定
。
温
室
効
果
ガ
ス
排
出
抑
制

も
空
調
機
等
の
更
新
で
対
応
。

問　
森
林
環
境
譲
与
税
の
活
用

と
は
。

答　
中
原
小
建
て
替
え
、
泉
小

わ
く
わ
く
公
園
整
備
、
上
向
台

小
改
修
な
ど
の
木
材
利
用
に
係

る
費
用
に
充
当
。

問　
に
し
と
う
き
ょ
う
環
境
チ

ャ
レ
ン
ジ
・
ア
ワ
ー
ド
と
は
。

答　
環
境
チ
ャ
レ
ン
ジ
は
環
境

に
配
慮
し
た
行
動
に
対
し
、
ポ

イ
ン
ト
を
付
与
し
、
商
品
が
当

た
る
抽
選
に
応
募
で
き
る
制
度
。

ア
ワ
ー
ド
は
個
人
・
団
体
を
対

象
に
し
て
、
成
果
等
を
評
価
し

表
彰
す
る
。 

問　
一
般
廃
棄
物
処
理
基
本
計

画
に
つ
い
て
。

答　
全
国
で
も
高
い
ご
み
減
量

と
資
源
化
を
達
成
し
て
お
り
新

計
画
で
も
引
き
続
き
、
ご
み
の

排
出
抑
制
、
減
量
化
、
資
源
化

に
向
け
て
努
力
す
る
必
要
が
あ

る
。

問　
下
保
谷
四
丁
目
特
別
緑
地

保
全
地
区
保
全
活
用
計
画
の
進

捗
状
況
は
。

答　
令
和
３
年
度
策
定
の
保
全

活
用
計
画
に
よ
り
、
一
般
開
放

の
機
会
を
試
行
的
に
増
や
し
イ

ベ
ン
ト
開
催
な
ど
保
全
と
活
用

に
取
り
組
む
。

問　
東
大
生
体
調
和
農
学
機
構

に
つ
い
て
。

答　
運
営
諮
問
会
議
に
委
員
と

し
て
参
加
。
草
花
観
察
を
さ
れ

て
き
た
市
民
の
方
々
の
記
録
が

大
学
関
係
者
に
論
文
と
し
て
ま

と
め
ら
れ
た
と
い
う
極
め
て
稀

な
事
例
も
あ
る
。

問　
Ｍ
Ｕ
Ｆ
Ｇ 

Ｐ
Ａ
Ｒ
Ｋ
は
。

答　
令
和
５
年
６
月
に
一
般
開

放
さ
れ
る
予
定
。
６
ha
の
広
大

な
緑
地
と
ス
ポ
ー
ツ
施
設
を
備

え
た
空
間
を
解
放
し
て
い
た
だ

け
る
。
利
用
に
向
け
た
調
整
も

今
後
進
め
て
い
く
。

問　
田
無
駅
南
口
広
場
に
つ
い

て
の
進
捗
は
。

答　
令
和
２
年
度
ま
で
に
２
件

の
用
地
取
得
を
完
了
。
令
和
４

年
度
は
２
件
の
用
地
買
収
を
予

定
。

問　
空
き
家
対
策
に
つ
い
て
。

答　
実
態
調
査
を
基
に
デ
ー
タ

ベ
ー
ス
化
し
、
希
望
者
と
つ
な

ぐ
仕
組
み
づ
く
り
を
検
討
す
る
。 

問　
連
続
立
体
交
差
事
業
は
。

答　
井
荻
駅
か
ら
西
武
柳
沢
駅

間
、
東
伏
見
南
口
駅
前
広
場
の

計
画
変
更
を
決
定
し
た
。
事
業

期
間
は
15
年
を
想
定
。

問　
風
水
害
へ
の
対
応
は
。

答　
令
和
元
年
台
風
19
号
の
対

応
で
、
様
々
な
課
題
が
見
え
た
。

令
和
３
年
度
は
地
域
防
災
計

画
・
風
水
害
編
を
分
冊
化
し
、

行
動
内
容
を
明
確
化
し
た
。

問　
女
性
の
働
き
方
サ
ポ
ー
ト

推
進
事
業
に
つ
い
て
。

答　
本
市
独
自
の
事
業
と
し
て

進
め
て
お
り
ハ
ン
サ
ム・マ
マ・

フ
ェ
ス
タ
な
ど
も
開
催
。

問　
公
式
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
に
つ
い
て
。

答　
令
和
３
年
12
月
に
運
用
開

始
。
ワ
ク
チ
ン
接
種
情
報
等
、

様
々
な
情
報
を
発
信
。

問　
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
決
済
は
。

答　
税
等
の
収
納
は
４
月
に
、

住
民
票
等
は
10
月
に
導
入
予
定
。

問　
（
仮
称
）
お
く
や
み
窓
口

に
つ
い
て
。

答　
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
で
行
う
専

用
窓
口
を
８
月
目
途
に
設
置
。

問　
学
校
に
登
校
し
な
い
、
で

き
な
い
児
童 

・
生
徒
へ
の
対

応
は
。

答　
個
人
面
談
実
施
や
ス＊

ク
ー

ル
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
が
状

況
確
認
す
る
な
ど
、
自
分
ら
し

さ
を
応
援
す
る
シ
ス
テ
ム
を
構

築
す
る
。

問　
学
校
ト
イ
レ
改
修
は
。

答　
建
て
替
え
等
以
外
の
小
学

校
12
校
、
中
学
校
７
校
で
実
施
。

洋
式
化
の
促
進
等
を
図
る
。 

問　
中
央
図
書
館
・
田
無
公
民

館
の
工
事
に
つ
い
て
。

答　
図
書
館
は
耐
震
補
強
と
照

明
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
、
ト
イ
レ
洋
式
化

等
を
実
施
。
公
民
館
は
常
設
の

学
習
専
用
ス
ペ
ー
ス
な
ど
の
ロ

ビ
ー
機
能
強
化
を
図
り
、
４
月

に
再
開
予
定
。

問　
し
た
の
や
縄
文
里
山
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
に
つ
い
て
。

答　
地
域
団
体
、
地
元
商
店
街

等
に
支
え
ら
れ
活
動
を
し
て
き

た
。
令
和
２
年
度
の
ク
ラ
ウ
ド

フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
寄
附
者
に
は
、

「
ム
ラ
び
と
証
」
を
送
付
し
た
。

そ
の
他
意
見　
北
原
町
２
・
３

丁
目
の
バ
ス
停
付
近
の
信
号
機
、

農
場
通
り
部
分
の
横
断
歩
道
設

置
が
地
元
住
民
よ
り
出
て
い
る
。

東
京
都
へ
の
強
い
要
望
を
願
う
。

子
ど
も
食
堂
に
関
し
て
は
引
き

続
き
手
厚
い
補
助
を
望
む
。
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＊エッセンシャルワーカー　日常生活を維持していく中で重要な役割を担う、必要不可欠な労働者。
＊スクールソーシャルワーカー　�教育と福祉の両面に関して、専門的な知識・技術を有するとともに、過去に教育や福祉の分野において、活動経験の実績等がある者。問題を抱えた児童生徒に

対し、当該児童生徒が置かれた環境へ働きかけたり、関係機関等とのネットワークを活用したりするなど、多様な支援を用いて、課題解決への対応を図る。
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日程・視察先 令和４年２月７日
愛知県安城市

視察方法 オンラインによる視察

報告者 広報委員長　大林　光昭

参加 委員11名、正副議長２名、委員外議員１名

　安城市では平成27年に安城市議会ＩＣＴ推進ＰＴを発足
し、全国に先駆けて議会のＩＣＴ化を進めている。また、議
会ホームページや議会だよりのリニューアルを行うなど、市
民に伝わる情報の発信にも力を入れている。先進的な議会
のＩＣＴ化やホームページ、議会だよりについて視察した。

議会ＩＣＴ化
　ペーパーレス等議会ＩＣＴ化の効果、議員のタブレット端
末の利用状況、市民への説明等への活用など、開かれた議
会を目指した取組の導入当時の状況から現状まで、幅広く
学んだ。

議会ホームページ
　ＩＣＴ化に取り組む中で、市のホームページから独立し、
市議会独自のホームページを開設し情報を発信している。
その際、インパクトのある「やるじゃん！安城」というキャッ
チコピーを決めるなど、提案から交渉まで議員主導で立ち
上げを行った。

議会だより
　これまでに２回、大きなリニューアルを行っている。１回
目は市の広報紙からの独立。２回目は縦書きであったもの
を横書きにし、カラー化をした。また、市内にある６校の
高校と１校の特別支援学校の生徒たちと協力し、ほぼ毎号
特集記事を作成している。

おわりに
　本市議会においても「市民に開かれた市議会」を目指し、
ＩＣＴ化や議会としての広報の取組を
進めたい。また、引き続き安城市議会
と情報共有させていただきながら、議
会の取組を進めていきたい。

広報委員会　視察ＲＥＰＯＲＴ


